
学
部
の
改
革
を
支
え
る
同
窓
会
に

同
窓
会
会
長

中

田

育

成

人
の
一
生
を
遥
か
に
超
え
る
悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
の

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
千
年
紀
」
最
終
年
を
終
了
し
、
新
た
な

創
造
を
予
感
さ
せ
る
二
十
一
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
様
々
な
変
革
が
謳
わ
れ
て
い
る

昨
今
で
す
が
、
同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
鋭
意
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
致
し
、
年
一
回
の
会
報

誌
上
を
通
じ
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
万
有
余
名
の
会
員

同
士
、
母
校
へ
の
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
お
互
い
に
そ
の

絆
を
実
感
し
合
え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。さ

て
、
同
窓
会
の
事
務
局
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学

部
出
身
の
教
官
の
皆
様
方
へ
の
無
理
な
ご
負
担
を
軽
減
す

べ
く
、
専
門
の
事
務
局
長
を
非
常
勤
で
雇
用
し
、
従
来
の

幹
事
長
・
庶
務
幹
事
の
業
務
に
携
わ
る
時
期
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
、
数
年
前
よ
り
早
急
な
検
討
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、
昨
年
度
の
総
会
で
そ
の
雇

用
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
人
選
や
業
務
内
容
の
精
査

を
行
い
、
昨
年
十
二
月
、
学
部
ご
出
身
で
同
窓
会
の
業
務

に
も
豊
富
な
ご
経
験
の
あ
ら
れ
る
杵
渕
恭
宏
先
生
に
正
式

に
お
願
い
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
雇
用
契
約
を
結
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
久
保
幹
事
長
先
生
の

ご
尽
力
や
、
学
部
長
先
生
の
ご
配
慮
も
あ
り
、
同
窓
会
の

事
務
室
が
用
意
さ
れ
、
予
算
承
認
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
も
購
入
さ
れ
、
業
務
が
遂
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
偏
に
、
地
区
理
事
の
皆
様
方
に
よ
る
会
費
納

入
へ
の
精
力
的
な
働
き
か
け
の
お
陰
や
、
学
生
数
減
少
に

よ
る
厳
し
い
財
政
事
情
を
少
し
で
も
解
消
し
、
活
動
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
と
、
十
一
年
度
の
新
入
学
生
か
ら
新

た
に
い
た
だ
い
て
い
る
入
会
金
制
度
の
恩
恵
に
よ
る
も
の

で
、
誠
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

学
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
一
年
度
よ
り
の
抜
本

的
な
学
部
改
革
の
新
課
程
に
沿
っ
た
、
学
校
教
育
臨
床
演

習
を
は
じ
め
、
附
属
と
の
共
同
研
究
、
出
前
講
座
等
、
全

国
的
に
も
冠
た
る
内
容
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
母
校
が
新
時
代
へ
向
け
て
磐
石
な
礎
を

築
け
る
よ
う
、
ま
た
、
向
学
の
志
に
燃
え
た
優
れ
た
人
材

が
精
一
杯
学
べ
、
勇
躍
現
場
へ
臨
め
る
よ
う
、
会
員
一
同

更
な
る
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
設
立
の
功
労
者
・
元
会
長
・
顧
問

松
橋

英
幸

先
生
を
偲
ん
で

平
成
十
三
年
三
月
七
日
ご
逝
去
（
七
〇
歳
）

先
生
に
は
、
昭
和
五
九
年
秋

の
学
部
第
一
期
卒
業
生
の
全
県

総
会
に
お
け
る
「
信
州
大
学
教

育
学
部
同
窓
会
問
題
研
究
委
員

会
」
委
員
長
に
始
ま
り
、
翌
六

〇
年
に
は
「
同
設
立
準
備
委
員

会
」、
さ
ら
に
六
一
年
は
、
各
卒
業
年
度
を
網
羅
し
た

「
教
育
学
部
同
窓
会
設
立
発
起
人
会
」
を
統
括
さ
れ
、
六

二
年

月
十
一
日
の
同
窓
会
設
立
総
会
ま
で
、
一
貫
し
た

ロ
マ
ン
を
も
っ
て
専
心
お
骨
折
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当

時
、
先
生
は
市
内
鍋
屋
田
小
学
校
に
ご
勤
務
さ
れ
、
県
小

学
校
長
会
長
を
ご
兼
任
さ
れ
る
な
ど
ご
多
忙
で
あ
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
初
代
会
長
と
し
て
本
会
運
営
の
基
礎
を

確
立
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

信
州
大
学
の
各
学
部
の
中
で
は
最
も
永
い
伝
統
の
あ
る

本
学
部
に
、
ど
う
し
て
同
窓
会
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

こ
の
経
緯
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
同
窓
会

発
足
に
到
達
で
き
た
成
果
は
、
偏
に
松
橋
先
生
の
ご
功
績

で
あ
り
、
銘
記
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
先
生
の
ご
訃
報
を
お
聞
き
し
て
、
誠
に
哀
惜

の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
か
つ
て
会
報
第
四
号
に
ご
投
稿

の
同
窓
会
へ
の
お
考
え
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
謹
ん

で
ご
高
恩
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
た・
め・
に
す
る
仕
事
で
は
な
い
の
で
奉
仕
や
義
務
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
必
要
な
の
は
夢
と
情
熱
だ
け
で

あ
る
。
気
の
遠
く
な
る
仕
事
に
情
熱
を
傾
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
一
歩
一
歩
克
服
で
き
た
の
は
、
同
窓
生
の
連
帯

の
絆
に
あ
っ
た
。
良
き
仲
間
に
恵
ま
れ
、
同
窓
会
設
立
と

い
う
夢
と
情
熱
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
う
。
ゆ

め
づ
く
り
の
楽
し
い
五
年
間
で
あ
っ
た
。』

合

掌

（
信
州
大
学
名
誉
教
授
・
初
代
幹
事
長

関
谷
俊
行
）

()1 第15号 信州大学教育学部同窓会報 平成13年７月５日

信州大学教育学部同窓会報

【第 15号】

発行人 中 田 育 成

事務局 長野市西長野６ノロ

信州大学教育学部内

TEL・FAX (026)238-4370



平
成
十
二
年
度
の
通
常
総
会
は
、
定
例
の

月
十
一
日

（
金
）、
長
野
市
中
御
所
の
「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い

て
四
十
五
名
の
出
席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

村
田
弘
之
副
会
長
の
進
行
役
の
も
と
、
竹
村
通
子
幹
事

の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
中
田
育
成
会
長
の
挨
拶
。
議
長

団
に
は
春
日
一
俊
・
若
林
利
博
の
両
地
区
理
事
を
、
議
事

録
署
名
人
に
丸
山
敬
文
・
塩
沢
崇
幹
事
の
両
会
員
を
選
出

し
、
ま
た
書
記
に
岩
田
靖
幹
事
を
任
命
し
て
議
事
を
進

め
、
次
に
示
し
た
三
案
が
審
議
さ
れ
た
。

○
第
一
号
議
案

平
成
十
一
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及

び
財
産
目
録
の
承
認
に
関
す
る
件
。

総
会
資
料
に
基
づ
き
久
保
信
男
幹
事
よ
り
平
成
十
一
年

度
の
事
業
に
つ
い
て
、
中
村
浩
志
幹
事
よ
り
平
成
十
一
年

度
の
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
、
ま
た
清
水
厚
実
監
事
よ
り
「
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
」
と
の
会
計
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
拍

手
に
よ
り
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

○
第
二
号
議
案

平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
歳
入
・
歳
出

予
算
書
（
案
）
の
承
認
に
関
す
る
件
。

総
会
資
料
に
基
づ
き
久
保
幹
事
よ
り
平
成
十
二
年
度
の

事
業
計
画
、
中
村
幹
事
よ
り
平
成
十
二
年
度
の
歳
入
・
歳

出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

【
平
成
十
二
年
度
事
業
大
綱
】

一
、
会
報
発
行

同
窓
会
報
「
第
十
四
号
」
発
行
、
会
員

・
入
会
者
へ
発
送

二
、
研
究
助
成

教
育
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
拠
出

三
、
学
部
後
援

教
育
学
部
・
大
学
院
充
実
に
向
け
て
の

援
助

四
、
組
織
充
実

地
区
別
活
動
の
促
進
と
会
費
納
入
会
員

の
拡
充

五
、
長
期
構
想

事
務
局
整
備

・
運
営
改
善

等

○
第
三
号
議
案

事
務
局
整
備
及
び
会
則
の
一

部
改
正
に
関
す
る
件
。

久
保
幹
事
よ
り
配
布
資
料
に

基
づ
き
、
事
務
局
整
備
に
関

し
、
人
的
整
備
（「
事
務
局
長

制
」
の
新
設
）
及
び
物
的
整
備

（
情
報
機
器
の
導
入
）
に
つ
い

て
の
提
案
理
由
、
お
よ
び
そ
れ

に
伴
う
会
則
の
一
部
改
正
の
説

明
が
あ
り
、
そ
の
主
旨
に
つ
い

て
の
確
認
、
質
問
の
後
、
全
会

一
致
で
提
案
が
承
認
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
臨
席
の
藤
沢

学
部
長
、
北
條
元
信
州
大
学
学

長
（
信
州
大
学
繊
維
学
部
同
窓

会
「
千
曲
会
」
代
表
）
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

【
記
念
講
演
】

通
常
総
会
後
、
現
在
、（
財
）

地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構

に
お
い
て
主
席
研
究
員
と
し
て

ご
活
躍
中
の
中
原
佳
子
氏
（
一

九
六
一
年
三
月
、
本
学
部
理
科

課
程
卒
。
大
阪
府
池
田
市
在
住
）
に
よ
る
「
地
球
環
境
を

守
る
た
め
の
科
学
技
術
・
教
育
と
は

」
と
題
し
た
記
念

講
演
会
が
催
さ
れ
た
。

温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
酸
性
雨
、
熱
帯
雨
林
の
減

少
、
種
の
多
様
性
問
題
、
産
業
廃
棄
物
と
い
っ
た
地
球
的

規
模
の
環
境
問
題
に
対
し
て
中
原
氏
が
取
り
組
み
、
ま
た

関
わ
っ
て
い
る
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
つ
い
て
貴

重
な
話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
十
三
回

同
窓
会
通
常
総
会
報
告

平成11年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自 平成11年４月１日

至 平成12年３月31日

歳 入 合 計 額 3,436,746 円 也

歳 出 合 計 額 3,046,900 円 也

差 引 残 額 389,846円也 12年度へ繰越

歳入の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 前年度繰越金 287,590 287,590 0

２ 会 費 2,930,000 2,660,000 △270,000 未納者27名

３ 雑 収 入 30,000 189,156 159,156 利子・御祝儀

４ 利 息 収 入 300,000 300,000 0 基本財産利息より

歳 入 合 計 3,547,590 3,436,746 △110,844

歳出の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 会 議 費 550,000 393,062 156,938 総会・役員会等

２ 事 業 費 1,090,000 1,021,820 68,180 会報・学部後援等

３ 事 務 費 875,000 750,813 124,187 会報発送・印刷等

４ 事務委託費 750,500 750,500 0 雇用費等

５ 雑 費 130,000 130,705 △705 宛名シール等

６ 予 備 費 152,090 0 152,090

歳 出 合 計 3,547,590 3,046,900 500,690
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ご

挨

拶

教
育
学
部
長

藤
沢
謙
一
郎

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
学
部
の
教
育
・
研
究
に
対

し
て
各
段
の
ご
理
解
を
賜
り
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

学
部
長
と
し
て
二
期
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
微
力
で
す
が
新
し
い
時
代
を
見
据
え
て
、

本
学
部
に
課
せ
ら
れ
た
優
れ
た
教
育
者
を
養
成
す
る
と
い

う
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
努
力
す
る
所
存
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
変
わ
ら
ぬ
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
第
三
の
教
育
改
革
が
進

行
す
る
中
で
、
信
州
大
学
教
育
学
部
は
、
何
を
考
え
ど
う

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
関
心
を
持
た
れ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
最
近
の
教
育
学
部
を
取
り
巻

く
状
況
と
そ
れ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
若
干
の
ご
報
告
を

い
た
し
ま
す
。

昨
年
の

月
、
文
部
省
は
「
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学

・
学
部
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
懇
談
会
の
目
的
は
、
①
学
部
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
、
②
大
学
院
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
③
附
属

学
校
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
④
組
織
・
体
制
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
⑤
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
懇
談

し
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
教
員
養
成
の
施
策
に
反
映
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
懇
談
会
の
ま
と
め
が
、
今

年

月
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
注
目
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
既
に
新
聞
誌
上
な
ど
で
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す

が
、
や
や
誇
張
し
た
報
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
一
県
一

教
員
養
成
学
部
は
必
要
か
」「
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部

の
統
合
、
再
編
」「
同
一
学
校
種
の
複
数
附
属
学
校
の
再

編
、
学
級
規
模
の
見
直
し
」
等
々
も
議
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
す
。

学
部
と
し
て
は
、
平
成
十
一
年
の
改
組
に
伴
っ
て
、

「
臨
床
の
知
」
を
教
育
理
念
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ

り
、
時
代
の
要
請
に
応
え
得
る
教
員
養
成
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
十
五
年
三
月
に
は
第
一
期
生
を

送
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
、
教

師
と
な
る
学
生
を
対
象
と
す
る
「
現
代
教
育
論
」
の
授
業

を
設
け
、
講
師
に
同
窓
生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
学
生
に
は
大
変
好
評
で
す
。
今
後
も
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
、
学
部
教
育
を
一
層
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
く
所
存
で
す
。
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
設

置
か
ら
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
教
育
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
研
究
分
野
の
見
直
し
を
行
い
、
学
校
教
育

専
攻
の
中
に
、
新
た
に
「
学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
専
修
」

（
仮
称
）
を
設
置
す
る
改
組
案
を
推
進
中
で
す
。
十
四
年

度
概
算
要
求
事
項
と
し
て
、
現
在
関
係
機
関
と
調
整
し
て

お
り
、
出
来
る
だ
け
早
く
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
附
属
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
部
と
附
属
の
一
体
化
の

視
点
か
ら
、
附
属
学
校
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
た
め
研
究
面
に
お
い
て
昨
年
度
組
織
的
に
「
学
部
・
附

属
共
同
研
究
」
を
立
ち
上
げ
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
長
野
、
松
本
に
附
属
学
校
園
を
擁
す
る
本
学
部

は
、
全
国
的
に
み
て
も
規
模
が
大
き
く
、
両
附
属
学
校
の

教
員
養
成
学
部
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
同
一
校
種
間
の
特

色
の
明
瞭
化
と
学
級
規
模
を
検
討
す
る
た
め
、
学
部
・
附

属
教
官
で
構
成
す
る
「
附
属
学
校
園
将
来
構
想
委
員
会
」

を
設
置
し
て
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
学
部

が
地
域
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
う
必
要
か
ら
、

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
構
想
」
に
つ
い
て

も
検
討
中
で
す
。
さ
ら
に
、
放
送
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
の
設
置
を
長
野
市
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
生
涯
学
習
時
代
の
本
学
の
役
割
と
捉
え
、

設
置
す
る
方
向
で
現
在
関
係
機
関
と
話
を
進
め
て
い
る
段

階
で
す
。

以
上
、
本
学
部
を
取
り
巻
く
状
況
と
そ
の
対
応
に
つ
い

て
の
概
略
を
記
し
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
私
は
、「
力
量
の

あ
る
信
頼
さ
れ
る
教
員
の
養
成
」
が
学
部
の
中
核
に
あ
る

こ
と
を
心
に
銘
じ
て
学
部
の
運
営
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

学
部
の
新
転
任
・
退
職
教
官
の
紹
介

【
平
成
十
二
年
度
新
任
教
官
】

西

正
明

先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

山
口
大
学
教
育
学
部
よ
り
新
任

井
田

秀
行

先
生
（
附
属
志
賀
自
然
教
育
研
究
施
設
）

長
野
県
自
然
保
護
研
究
所
よ
り
新
任

【
平
成
十
三
年
度
新
任
教
官
】

岡
野

雅
子

先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

群
馬
女
子
短
期
大
学
よ
り
新
任

中
山
裕
一
郎

先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
よ
り
新
任

小
林

勉

先
生
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
講
座
）

名
古
屋
大
学
大
学
院
よ
り
新
任

上
村
恵
津
子

先
生
（
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
）

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
よ
り
新
任

谷
塚

光
典

先
生
（
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
）

筑
波
大
学
教
育
学
系
よ
り
新
任

【
平
成
十
二
年
度
退
職
教
官
】

萩
原

應
至

先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
着
任
、
停
年
退
職

久
保

信
男

先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

昭
和
四
十
七
年
四
月
着
任
、
停
年
退
職

飯
島

俊
明

先
生
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
講
座
）

平
成
七
年
四
月
着
任
、
停
年
退
職

筒
井

健
雄

先
生
（
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
）

昭
和
四
十
二
年
四
月
着
任
、
停
年
退
職

【
平
成
十
二
年
度
転
出
教
官
】

布
谷

光
俊

先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

愛
知
教
育
大
学
へ
転
出
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学
部
の
近
況
か
ら

本
号
で
は
、
教
育
学
部
に
お
け
る
近
年
の
動
き
の
中
か

ら
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

ず
、
平
成
十
一
年
度
の
学
部
改
組
は
同
時
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
も
並
行
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
目
玉
の

一
つ
に
な
っ
た
新
設
科
目
の
「
学
校
教
育
臨
床
演
習
」
の

授
業
。
次
に
、
平
成
十
二
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
学
部
・

附
属
共
同
研
究
」、
そ
し
て
学
部
教
官
に
よ
る
「
出
前
講

座
」
の
開
始
に
つ
い
て
で
す
。

「
学
校
教
育
臨
床
演
習
」
の
授
業

●
授
業
の
位
置
づ
け

本
学
部
が
、
新
免
許
法
を
取
り
込
み
な
が
ら
、「
臨
床

の
知
」
の
理
念
を
核
と
し
た
教
育
・
研
究
体
制
に
改
組
し

た
こ
と
は
よ
く
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

「
臨
床
の
知
」
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
た
本
学
部
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
軸
を
担
う
科
目
を
い
く
つ
か
設
け
た
の
で
す

が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
こ
の
「
学
校
教
育
臨
床
演
習
」
で

す
。
こ
の
科
目
は
、「
大
学
が
加
え
る
教
職
に
準
ず
る
科

目
（
２
単
位
）」
と
し
て
開
設
さ
れ
て
お
り
、
学
校
教
育

教
員
養
成
課
程
の
課
程
必
修
科
目
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

も
う
少
し
細
分
化
し
て
い
え
ば
、
こ
の
課
程
必
修
科
目
の

う
ち
の
臨
床
経
験
科
目
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開

講
は
後
期
・
毎
週
水
曜
日
の
３
コ
マ
目
を
原
則
と
し
て
お

り
、
教
科
教
育
検
討
委
員
会
が
こ
の
科
目
を
実
施
す
る
責

任
母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
目
的
と
意
義

学
校
教
育
臨
床
演
習
は
、
一
年
次
に
お
い
て
履
修
し
た

「
教
育
参
加
」
に
お
け
る
臨
床
的
経
験
を
さ
ら
に
一
歩
進

め
た
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
学
校
教
育
へ
の
理
解
を
一

層
深
め
る
と
と
も
に
、
教
育
の
具
体
的
実
践
課
題
に
気
付

き
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
方
途
を
考
え
る
契
機
と
な
る
経

験
を
積
み
重
ね
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
科
目
の
目
的
は
「
臨
床
の
知
」
を
学
ぶ
こ
と
に

あ
り
ま
す
が
、
前
記
の
「
教
育
参
加
」
と
の
違
い
は
、
各

自
が
目
指
す
学
校
教
育
の
学
修
分
野
の
専
門
性
を
視
野
に

入
れ
て
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
、
す
な
わ
ち
、

将
来
の
専
門
的
な
学
習
・
研
究
の
足
が
か
り
を
得
る
体
験

を
主
体
的
に
行
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
教
育
臨
床
演
習
に
お
い
て
学
び
得
た
こ

と
は
、
三
年
次
以
降
に
行
わ
れ
る
「
教
育
実
習
事
前
事
後

指
導
」
及
び
「
教
育
実
習
」
に
お
い
て
、
実
践
現
場
に
お

け
る
日
常
的
か
つ
具
体
的
実
践
課
題
の
解
決
力
と
な
り
、

実
際
的
経
験
の
集
積
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
実
施
方
法

受
講
生
は
、
原
則
と
し
て
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
二

年
次
生
で
す
。
受
講
方
法
は
、
各
自
で
登
録
し
た
学
修
分

野
が
開
設
す
る
「
学
校
教
育
臨
床
演
習
」
の
授
業
を
受
講

す
る
の
で
す
が
、
登
録
学
修
分
野
で
当
該
授
業
が
開
講
さ

れ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
登
録
学
修
分
野
に
対
応
す
る

教
科
が
な
い
場
合
に
は
、
所
属
す
る
専
攻
が
開
講
す
る
授

業
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
理
解

教
育
分
野
の
学
生
は
、
言
語
教
育
専
攻
所
属
な
ら
、
国
語

教
育
分
野
か
英
語
教
育
分
野
の
演
習
を
受
講
し
、
社
会
科

学
専
攻
所
属
な
ら
、
社
会
科
教
育
分
野
の
演
習
を
受
講
し

ま
す
。

●
授
業
内
容

授
業
内
容
は
、
こ
の
授
業
の
目
的
と
意
義
に
沿
っ
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
学
修
分
野
の
違
い
も
あ
る
の

で
、
個
々
で
は
英
語
教
育
分
野
の
今
年
度
の
演
習
内
容
を

紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

「
附
属
中
学
校
及
び
長
野
市
内
の
中
学
校
の
授
業
を
観

察
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
討
論
会
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
各
自
が
選
択
す
る
英
語
教
育
に
関
す
る
基
礎
研
究

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
て
模
擬
授
業
を
実
施
し
、

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
授
業
は
学
生
自
身
が
主
体
と
な

っ
て
行
う
。
評
価
は
、
授
業
観
察
レ
ポ
ー
ト
、
模
擬
授

業
、
研
究
レ
ポ
ー
ト
の
三
つ
を
ま
と
め
て
総
合
的
に
行

う
。」以

上
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
教
科
教
育
検
討
委
員
長

伊
原

巧
）

「
共
同
研
究
」
に
よ
る
学
部
と
附
属
の
連
携

「
学
部
と
附
属
の
連
携
」
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
は

ど
ん
な
こ
と
を
お
考
え
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の

方
々
は
、
学
部
と
附
属
で
の
思
い
出
を
そ
れ
ぞ
れ
お
も
ち

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
に
ま
で
立

ち
入
っ
て
考
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
論
と
し
て
は
、
双
方
が
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
深

め
る
こ
と
で
特
色
を
打
ち
出
し
て
新
時
代
に
相
応
し
い
も

の
に
す
る
と
か
、
関
係
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
状
況
の
変
化
が
あ
っ
た
な
ど
、
い
く
つ
か
の
理
由
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
中
に
は
、
教
育
実
習

紛
争
時
の
対
立
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
連
携
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
学
部
と
附
属
の
交
流
や
連
携
を
高
め
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
双
方
の
関
係
の
あ
り
方
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
七
、

年
前
か
ら
活
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
間
の
学

部
長
や
校
長
、
副
校
長
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
目
の
前
に
立

ち
は
だ
か
る
ハ
ー
ド
ル
を
一
つ
一
つ
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
公
開
研
究
会
の
あ
り
方
の
改
善
や
校
長
・
副
校

長
の
役
割
の
明
確
化
な
ど
は
大
き
な
前
進
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
か
ら
は
、
一
校
園
に
一
人
の
校
園
長
を
配

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
連
携
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
教
育
実
習

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
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進
展
は
望
め
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
者
の
連
携

は
、
教
育
実
習
と
い
う
か
す
が
い
で
つ
な
ぎ
と
め
て
あ
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
、
そ
の
か
す
が
い
が
連
携

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
も
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
い

る
の
で
す
。
仮
に
か
す
が
い
を
取
り
除
い
た
と
き
に
学
部

と
附
属
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
指
摘

を
さ
れ
る
時
代
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

学
部
と
附
属
の
あ
り
方
や
存
在
意
義
を
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
附
属
に
対
す
る
社
会
の
評
価
や
少

子
化
を
は
じ
め
、
学
部
改
組
や
独
法
化
の
動
き
、
大
学
院

の
充
実
、
情
報
公
開
、
定
員
削
減
な
ど
が
複
雑
に
絡
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
附
属
の
設
置
目
標
を
達
成
し
て
い
る

か
と
い
う
文
部
科
学
省
の
厳
し
い
眼
が
あ
る
の
で
す
。

『
附
属
長
野
中
学
校
五
十
年
誌
』
に
は
、
昭
和
二
十
六

年
四
月
一
日
に
教
育
学
部
に
附
属
四
校
を
設
置
し
た
際

に
、
文
部
事
務
次
官
か
ら
「
大
学
学
部
附
属
学
校
設
置
要

項
」
が
通
達
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
要
項
は
、
国
立

学
校
設
置
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
、
大
学
又
は
学
部

に
お
け
る
研
究
に
協
力
す
る
こ
と
・
大
学
又
は
学
部
の
計

画
に
従
い
教
育
実
習
の
実
施
に
あ
た
る
こ
と
、
を
受
け
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
設
置
目
標
と
い
う
も

の
で
す
。

こ
の
目
標
を
も
と
に
し
た
改
善
要
求
は
、
過
去
に
何
回

も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
学
部
・
附
属
の
存
続
と

の
関
連
で
勧
告
に
等
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
状
況
の
中

で
、
全
国
に
先
駆
け
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
だ
共
同
研
究

は
、
設
置
目
標
の
研
究
協
力
に
重
点
を
お
い
た
も
の
な
の

で
す
。

昨
年
の
七
月
一
日
に
附
属
長
野
小
学
校
の
体
育
館
で
共

同
研
究
の
発
会
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
土
曜
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
学
部
・
附
属
六
校
園
の
教
官
二
百
余
名
が
出
席

し
、
幼
児
教
育
部
門
や
障
害
児
教
育
部
門
、
各
教
科
の
部

門
な
ど
十
五
の
部
門
に
に
分
か
れ
て
研
究
を
始
め
ま
し

た
。全

教
官
参
加
に
よ
る
共
同
研
究
体
制
は
、
画
期
的
な
こ

と
で
し
た
。
先
駆
的
で
も
あ
る
こ
の
取
り
組
み
に
学
長
も

理
解
を
示
さ
れ
て
、
経
済
的
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

忙
し
い
附
属
教
官
が
共
同
研
究
に
も
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

特
筆
に
価
し
ま
す
。
両
者
の
前
向
き
な
姿
勢
に
よ
っ
て
本

年
三
月
に
は
、
各
部
門
ご
と
の
研
究
成
果
を
報
告
書
に
ま

と
め
上
げ
て
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（『
平
成
十
二
年
度

信
州
大
学
教
育
学
部

学
部
・
附

属
共
同
研
究
報
告
書
』）。

こ
う
し
て
学
部
と
附
属
と
は
、
二
十
一
世
紀
に
連
携
の

時
代
を
築
き
始
め
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

は
、
舞
台
裏
の
出
来
事
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
学
部
と
附
属

学
校
園
が
連
携
か
ら
一
体
化
へ
進
み
、
さ
ら
に
互
い
を
高

め
る
よ
う
な
柔
ら
か
な
関
係
に
向
っ
て
歩
み
始
め
て
い
る

こ
と
に
お
心
付
き
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
附
属
長
野
中
学
校
校
長

橋
本
光
明
）

「
出
前
講
座
」
に
つ
い
て

信
州
大
学
教
育
学
部
で
は
、
昨
年
度
、
平
成
十
二
年
か

ら
「
出
前
講
座
」
と
い
う
企
画
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
何
回
か
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
同
窓

会
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
会
員
の
皆
様
に
概
要
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
企
画
は
平
成
十
二
年
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り

ま
す
が
、
実
施
の
た
め
の
準
備
は
そ
の
前
年
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
私
の
前
任
者
で
あ
る
平
野
吉
直
広
報
・
情
報
委

員
長
の
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
十

二
年
度
か
ら
の
実
施
の
た
め
に
前
年
度
の
う
ち
に
、
長
野

市
内
の
小
、
中
、
盲
、
聾
、
養
護
学
校
に
あ
て
て
の
案
内

状
に
は
、
こ
の
「
出
前
講
座
」
の
趣
旨
が
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
信
州
大
学
教
育
学
部
が
、
多
彩
な
人
的
資
源
を
活
用
し

て
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
本
学
部

の
研
究
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
た
め
、
地
域
貢
献

事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
学
部
の
教
官
が
学
校
等
の
地
域

の
教
育
関
係
機
関
の
求
め
に
応
じ
、
出
向
し
て
講
義
等
を

行
う
。

●
「
出
前
講
座
」
の
対
象

原
則
と
し
て
、
長
野
市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
、
盲
・

聾
・
養
護
学
校
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
学
校
教
員
、
保

護
者
、
児
童
・
生
徒
等
を
対
象
と
す
る
。

●
講
師
陣
と
テ
ー
マ

年
度
当
初
に
「
講
師
陣
と
テ
ー
マ
一
覧
」
を
作
成
し
、

該
当
す
る
学
校
長
宛
に
送
付
す
る
。

な
お
、「
講
師
陣
と
テ
ー
マ
一
覧
」
は
、
学
部
公
式
ホ

学部附属共同研究・部門会（2000.７.１）
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ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。

さ
い
わ
い
、
教
育
学
部
教
官
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
協

力
も
得
ら
れ
、
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
が
た
く
さ
ん

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
「
出
前
講
座
」
は
平
成
十

二
年
七
月
長
野
ろ
う
学
校
高
等
部
の
生
徒
・
教
職
員
二
十

名
の
求
め
で
社
会
科
学
教
育
講
座
の
石
澤
孝
先
生
が

「
ま
ち
づ
く
り
入
門
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
で
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
授
業
を
同
校
で
実
施
し
、
各
メ
デ

ィ
ア
に
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

以
降
、
長
野
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
で
、
対
象
者
も
児

童
・
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
教
職
員
の
研
修
の
一
環
と
し

て
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
講
演
会
と
し
て
二
十
回
ほ
ど
の

「
出
前
講
座
」
が
初
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
目
に
入
っ
た
今
年
度
は
、
出
向
く
地
域
も
長
野
市

内
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
市
町
村
へ
と
拡
大
し
、
対
象
も
学

校
教
育
機
関
で
は
高
等
学
校
も
含
め
る
こ
と
と
し
、
か
つ

地
域
の
公
民
館
な
ど
社
会
教
育
機
関
の
主
催
行
事
な
ど
に

も
出
向
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
初
年
度
を
は

る
か
に
超
え
る
要
請
が
す
で
に
届
い
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
い
く
つ
か
は
、
す
で
に
実
施
ず
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
従
来
の
よ
う
に
学
内
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
社
会
に
出
向
き
、

地
域
と
連
携
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
出
前
講
座
」
は
ま
さ
に
そ
の
第
一
歩
を
し

る
し
た
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
活
躍
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
本
学
部
同
窓
会
の
会
員

の
皆
様
も
「
出
前
講
座
」
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
活
用
と
、
ま
た
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
賜
り
た

く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
な
お
こ
の
企
画
の
講
師
陣
と

テ
ー
マ
の
一
覧
が
本
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
し
ら

せ
」
の
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で

申
し
そ
え
て
お
き
ま
す
。

〇
教
育
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://ed

u
in
fo
.sh
in
sh
u
-u
.a
c.jp

（
前
・
広
報
・
情
報
委
員
長

高
橋

渉
）

五
○
周
年
を
迎
え
た
戸
隠
探
鳥
会

学
部
が
発
足
し
て
間
も
な
い
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
に
故
・
羽
田
健
三
先
生
が
始
め
ら
れ
た
戸
隠
探
鳥
会
が

今
年
で
五
○
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
会
は
、
生
態
研
究
室

の
学
生
が
主
催
し
、
毎
年
五
月
に
一
泊
二
日
で
二
な
い
し

三
回
に
わ
た
り
戸
隠
高
原
で
実
施
し
て
き
た
自
然
観
察
会

で
あ
る
。
今
年
の
一
回
目
は
、
学
生
と
一
般
会
あ
わ
せ
て

百
二
十
名
ほ
ど
が
参
加
。
二
回
目
は
、
研
究
室
の
卒
業
生

が
集
ま
り
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。
生
態
研
究
室
の
卒
業

生
に
と
っ
て
戸
隠
探
鳥
会
は
学
生
時
代
の
共
通
し
た
最
大

の
思
い
出
で
あ
る
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
七
○
歳

を
越
え
る
卒
業
生
か
ら
現
役
学
生
ま
で
計
四
六
名
が
参
加

し
、
五
○
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
戸
隠
の
春
を
満
喫
し
つ
つ
交
流
を
深
め
た
。

退
官
に
あ
た
っ
て

〜
二
十
一
世
紀
を
迎
え
て

信
州
大
学
名
誉
教
授

久
保

信
男

同
窓
会
員
の
皆
様
、
学
部
教
官
と
し
て
、
ま
た
同
窓
会

役
員
と
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
第
六
期
、

第
七
期
と
連
続
で
会
務
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
会
費
や
事
務
局
室
の
件
が
一
段
落
し
ま
し
た
。
退
官
近

く
の
仕
事
は
若
い
と
き
と
違
い
、
労
多
く
し
て
憎
ま
れ
役

な
の
か
、い
や
熱
い
ご
協
力
に
感
謝
と
言
う
べ
き
で
し
た
。

省
み
ま
す
と
、
平
成
三
年
本
学
部
に
大
学
院
が
発
足
し

ま
し
た
。
そ
の
以
前
に
、
当
時
の
教
育
現
場
で
活
躍
中
の

本
学
卒
業
生
一
期
生
諸
兄
の
意
気
に
支
え
ら
れ
、
昭
和
六

十
二
年

月
十
一
日
、
同
窓
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

本
同
窓
会
が
出
発
し
ま
し
た
。

第
一
代
会
長
松
橋
英
幸
先
生
が
昨
年
の
第
十
三
回
総
会

に
見
え
た
の
が
最
後
、
今
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
ま
し
た

（
合
掌
）。
先
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
徹
し
ら
れ
、

校
長
職
に
あ
っ
て
多
忙
な
中
を
同
窓
会
会
議
に
来
ら
れ

て
、
学
部
と
教
育
現
場
と
の
連
携
が
大
切
、
と
い
つ
も
強

調
さ
れ
、
後
輩
の
私
た
ち
を
激
励
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
学
部
の
教
育
課
程
は
新
時
代
を
念
頭
に
「
学
校
教
育

臨
床
演
習
」
等
の
発
足
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
教
育
」

で
は
学
生
誰
も
が
操
作
・
運
用
出
来
る
よ
う
に
と
、
各
分

野
（
教
科
）
単
位
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
国
の
教
育
改
革
は
人
的
・
物
的
あ
ら

ゆ
る
方
面
か
ら
、
予
算
の
効
率
的
な
運
用
・
見
直
し
を
求

め
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
に
残
さ
れ
た
国
立
学
校
の

先
生
方
の
肩
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
中
で
同
窓
会
の
活
動
は
、
母
校
へ
の

思
い
を
よ
せ
合
い
な
が
ら
見
守
り
、
微
々
た
る
も
の
で
す

が
協
力
出
来
る
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
行
っ
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ま
ず
自
身
の
健
康

保
持
を
念
頭
に
、
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
と
変
わ
ら
ぬ

ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

戸隠探鳥会・30周年記念碑前で（2001.５.19）

（
理
数
科
学
教
育
講
座

中
村
浩
志
）
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就

職

状

況

就
職
委
員
長

牛
山

佳
幸

長
期
的
な
大
学
生
の
就
職
率
低
下
が
話
題
と
な
る
中
で

本
学
で
は
幸
い
こ
こ
一
、
二
年
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
と
く

に
教
員
養
成
課
程
卒
業
者
に
対
す
る
教
員
就
職
率
は
平
成

十
一
年
度
卒
業
生
の
場
合
、
五
○
・
二
％
で
兵
庫
教
育
大

学
に
次
い
で
全
国
二
位
で
あ
っ
た
。
今
春
の
卒
業
生
は
さ

ら
に
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
五
一
・
四
％
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
内
実
は
か
な
り
厳
し
い
。

第
一
に
、
こ
れ
は
臨
採
等
の
期
限
付
き
採
用
者
を
含
ん

だ
数
値
で
あ
る
こ
と
で
、
正
規
採
用
者
と
な
る
と
長
野
県

の
場
合
、
昨
年
度
は
四
十
七
名
で
、
本
年
度
は
こ
れ
が
四

十
六
名
に
減
少
し
て
い
る
。
第
二
に
、
下
表
に
は
反
映
さ

れ
て
い
な
い
が
、
過
年
度
卒
業
生
の
比
率
が
年
々
上
昇
し

て
い
る
こ
と
だ
。
同
じ
く
長
野
県
の
例
だ
が
、
本
年
度
の

本
学
出
身
の
義
務
教
員
採
用
者
数
は
、
七
十
九
名
の
う
ち

過
年
度
生
が
四
十
九
名
を
占
め
、
全
体
で
は
昨
年
よ
り
九

名
増
え
て
い
る
の
に
現
役
で
は

名
も
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
逆
転
現
象
が
臨
採
の
増
加
と
連
動
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
他
県
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
少
子
化
現
象

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
以
上
、
今
後
も
こ
う
し
た
状
況

は
続
く
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
今
後
五
年
間
に
つ
い
て
は
若
干
明
る
い
兆
し
も

あ
る
。
本
年
度
か
ら
始
っ
た
少
人
数
学
習
集
団
づ
く
り
の

影
響
で
採
用
予
定
数
の
増
加
が
見
込
め
る
こ
と
だ
。
も
っ

と
も
長
野
県
の
場
合
、
一
割
程
度
の
社
会
人
枠
が
設
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
卒
受
験
者
の
割
り
を
食
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
予
断
を
許
さ
な
い
。
就
職
委
員
会
で
は
、
本

年
度
も
マ
ナ
ー
や
言
葉
づ
か
い
の
実
地
指
導
を
含
め
た
各

種
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
さ
せ
て
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
学
生
の
就
職

活
動
に
関
し
て
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

事

務

局

便

り

学
部
の
協
力
に
よ
り
、
本
年
四
月
よ
り
同
窓
会
と
尚
学

会
が
事
務
室
と
す
る
一
部
屋
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
長
年
の
念
願
が
叶
い
喜
ば
し
く
思
う
と
と
も
に
、

長
い
間
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
・
尚
学
会
事
務
室
は
中
校
舎
（
Ｍ
館
）
一
階
で

す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
学
部
に
お
出
か
け
の
折
に
は
ご

遠
慮
な
く
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
務
局
に
要

望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
長

杵
渕
恭
宏

事
務
局
員

伴
真
理
子

就 職 者 進 学 者

教 員 教 員 外 大学院

県 内 県 外

就職・
進学先

学部・
大学院別

現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

計

公

務

員

会

社

員

福
祉
施
設

そ

の

他

小

計

本
学
教
育

学
研
究
科

他

大

学

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校
等

養
聾
盲
学
校

幼
稚
園

そ
の
他

小

計

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校
等

養
聾
盲
学
校

幼
稚
園

そ
の
他

小

計

小 学 校 男 16 19 2⑴ 2 39 4⑷ 3⑶ 1⑴ 1 48 48 3 8 2 13 5 5 2 12 3 5 81

教員養成 女 22 11⑼ 1⑴ 1 3 38 7⑸ 3⑶ 1⑴ 1⑴ 12 50 6 22 4 2 34 5 1 1 2 9 2 2 3 100

課 程 計 38 30 3⑵ 3 3 77 11⑼ 6⑹ 2⑵ 1⑴ 1 21 98 9 30 6 2 47 10 6 3 2 21 2 5 8 181

学 中 学 校 男 3⑵ 9⑸ 3⑴ 1⑴ 1 17⑼ 1⑴ 1⑴ 18 4 7 2 13 4 2 6 1 38

教員養成 女 3⑵ 7⑹ 10⑻ 2⑵ 2⑵ 12 1 5 1 7 3 1 1 5 1 2 27

課 程 計 6⑷ 16 3⑴ 1⑴ 1 27 3⑶ 3⑶ 30 5 12 3 20 7 1 3 11 1 3 65

養護学校 男 1 1 1 1 1 1 1 1 4

教員養成 女 4⑷ 1⑴ 1⑴ 2 8⑹ 1⑴ 1⑴ 9⑺ 3 4 7 3 3 3 22

課 程 計 4⑷ 1⑴ 2⑴ 2 9⑹ 1⑴ 1⑴ 10⑺ 3 4 1 8 4 4 4 26

幼 稚 園 男 1⑴ 1⑴ 2⑵ 2⑵ 1 1 1 4

教員養成 女 1 6⑴ 7⑴ 2⑵ 2⑴ 4⑶ 11⑷ 1 3 1 5 2 2 18

部 課 程 計 2⑴ 1⑴ 6⑴ 9⑶ 2⑵ 2⑴ 4⑶ 13⑹ 1 3 1 5 2 1 3 1 22

教員養成 男 20 29 5⑵ 4⑴ 1 59 4⑷ 4⑷ 1⑴ 1 10⑼ 69 7 15 3 2 27 10 5 4 1 20 1 3 7 127

女 30 19 1⑴ 2⑴ 11⑴ 63 10⑻ 5⑸ 1⑴ 1⑴ 2⑴ 19 82 11 34 4 4 53 11 4 2 2 19 2 3 8 167

課 程 計 計 59 48 6⑶ 6⑵ 12⑴ 122 14 9⑼ 2⑵ 1⑴ 3⑴ 29 151 18 49 7 6 80 21 9 6 1 2 39 3 6 15 294

生 涯 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 2 2 1 5 2 1 1 4 1 1 3 16

スポーツ 女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 1 4 1 6 1 1 9

課 程 計 1⑴ 1⑴ 2⑵ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 4⑷ 3 6 2 11 2 1 1 1 5 1 1 3 25

男 20 29 5⑵ 4⑴ 2⑴ 60 4⑷ 5⑸ 1⑴ 1 11 71 9 17 4 2 32 12 6 4 1 1 24 2 4 10 143

計 女 31 19 1⑴ 2⑴ 11⑴ 64 11⑼ 5⑸ 1⑴ 1⑴ 2⑴ 20 84 12 38 5 4 59 11 4 3 2 20 2 3 8 176

計 51 48 6⑶ 6⑵ 13⑵ 124 15 10 2⑵ 1⑴ 3⑴ 31 155 21 55 9 6 91 23 10 7 1 3 44 4 7 18 319

大 教 育 学 男 5⑸ 1 1 7⑸ 1 1 8⑸ 1 2 1 4 3 3 13 2 30 ②

学 女 2⑴ 2⑴ 4⑵ 1 1 2 6⑵ 1 1 1 1 2 3 1 13

院 研 究 科 計 2⑴ 7⑹ 1 1 11⑺ 1 1 1 3 14⑺ 1 2 1 1 5 3 1 1 5 16 3 43 ②

男 20 34 6⑵ 4⑴ 2⑴ 1 67 5⑷ 5⑸ 1⑴ 1 12 79 10 19 4 3 36 12 6 7 1 1 27 13 2 4 12 173 ②

合 計 女 33 21 1⑴ 2⑴ 11⑴ 68 11⑼ 5⑸ 2⑴ 1⑴ 3⑴ 22 90 12 38 6 4 60 11 4 3 1 3 22 3 2 3 9 189

計 53 55 7⑶ 6⑵ 13⑵ 1 135 16 10 3⑵ 1⑴ 4⑴ 34 169116 22 57 10 7 96 23 10 10 2 4 49 16 4 7 21 362 ②

（注）１.（ ）は臨採で内数、〇は外国人留学生で内数 就 職 率（学部） 89.5％ （進学者を除く）
教員就職率（学部） 56.4％ （進学者を除く）
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 51.4％

平
成
十
二
年
度
卒
業
生
・
修
了
生
進
路
状
況

平
成
十
三
年
四
月
三
〇
日
現
在

新しい事務室で（2001.６.６）
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記
念
講
演
（
一
般
公
開
）

「
ど
う
な
る
か
日
本
の
教
育
改
革

｜
学
力
の
低
下
は
防
げ
る
か
｜
」

（
財
）
図
書
教
材
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

清

水

厚

実

氏

二
十
世
紀
の
教
育
を
総
括

し
、
二
十
一
世
紀
に
立
ち
向
か

う
た
め
の
教
育
改
革
が
、
中
央

教
育
審
議
会
、
教
育
課
程
審
議

会
、
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て

い
る
。

一
方
、
大
学
院
生
に
対
す
る
学
力
調
査
や
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国

際
教
育
到
達
度
評
価
学
会
）
に
よ
る
、
小
、
中
学
生
を
対

象
と
し
た
国
際
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
み
る
限
り
で
は
、

学
力
の
低
下
が
は
っ
き
り
証
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
新
し
い
教
育
課
程
が
、
学
校
五
日
制
の

完
全
実
施
も
あ
っ
て
、
教
育
内
容
の
三
分
の
一
カ
ッ
ト
を

打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
財
界
は
じ
め
各
方
面
か

ら
、
学
力
低
下
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
も
の
だ
と
厳
し
い

批
判
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

教
育
改
革
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
各
国
に
お

い
て
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
議
論
が
さ
か

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

講
演
で
は
、
日
本
の
教
育
（
学
力
）
の
現
状
、
日
本
及

び
世
界
の
教
育
改
革
の
動
向
な
ど
に
つ
き
、
詳
し
い
話
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

一
九
五
三
年
、
信
州
大
学
教
育
学
部
卒
業
、
東
京
都
公

立
学
校
教
員
採
用
、
一
九
五
七
年
、
日
本
図
書
教
材
協
会

事
務
局
長
、
一
九
五

年
、
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協

会
常
任
理
事
兼
事
務
局
長
、
一
九
六

年
、
財
団
法
人
図

書
教
材
研
究
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
、
一
九
七

四
年
、
関
東
地
区
教
育
研
究
所
連
盟
委
員
、
学
校
法
人
福

山
大
学
監
事
兼
評
議
員
、
一
九
七
五
年
、
全
国
教
育
研
究

所
連
盟
常
任
委
員
、
一
九

三
年
、
財
団
法
人
図
書
教
材

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
専

務
理
事
、
一
九

五
年
、
学
校
法
人
福
山
大
学
理
事
兼
評

議
員
、
一
九
九
二
年
、
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
監

事
、
他
に
現
在
四
十
団
体
、
会
社
役
員
な
ど
に
就
任
。

【
学
会
活
動
】

日
本
教
材
学
会
常
任
理
事
、
日
本
教
育
情
報
学
会
評
議

員
、
国
際
理
解
教
育
学
会
、
著
作
権
法
学
会
等
で
活
動
。

記
念
講
演
終
了
後
、

ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い

て
懇
親
会
（
会
費

四
、〇
〇
〇
円
）
を
開
催
し
ま

す
。こ

ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で

事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
へ
の
電
子
メ
ー
ル
は
次
の
ア
ド
レ
ス
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
（
杵
渕
）y

k
in
e03＠

g
ip
n
c.sh

in
sh
u
-u
.a
c.jp

事
務
局
員
（
伴
）

b
a
n
m
a
ri＠

g
ip
n
c.sh

in
sh
u
-u
.a
c.jp

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第

十
四

回

通

常

総

会
（
通
知
）

日 時

平成13年８月11日（土）

午前10時より

会 場

長野市岡田町「ホテル信濃路」

次 第

１．開会宣言

２．会長挨拶

３．議長団選任

４．議事録署名人の選任並びに

書記の任命

５．議事

第一号議案 平成12年度事業

報告、収入・支出決算及び

財産目録の承認について

第二号議案 平成13年度事業

計画（案）及び収入・支出

予算（案）の承認について

第三号議案 次期役員の改

選、任期の確認について

６．来賓祝辞

７．閉会宣言

記念講演会：12時より

祝賀懇親会：13時より
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